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  1.目的・背景 
本卒論では，昨年の青野さん工藤さんによる「学びを育む
子供服ブランドの提案」というタイトルで，チェコとイヌイ
ットをモチーフとし，店内構造に工夫をこらすことで競合店
と差別化された新奇なブランド提案を引き継ぐ。子供たちの
意欲と好奇心を引き立てるブランド作りを前提とし，子供服
の現状を掴み，新しいブランド展開を行う。 
2.注目される子供服 
2-1 キッズファッションショーの流行 
近年，自分でコーディネートした服でオーディションを受
けるキッズファッションショーが注目されている。2007年か
ら本格的に開催された日本最大級のTTKC（東京トップキッズ
コレクション）やドリームキッズコレクションが例として挙
げられる。応募数は毎年増え，親子ともにファッションへの
意識が高くなっている。 
2-2 おしゃれアニメ 
子供の興味傾向をアニメからみると，魔法少女→正義や戦
士→アイドルと変化している。憧れの対象がアイドルになり
「見た目」を重視するようになったと考えられる。 
次に登場したのがコーデ系アニメとも言われるカードアー
ケードゲーム。「オシャレ魔法カード」からキャラクターを
選択し，続けて髪型，服，靴の着せ替えを行い，トータルコ
ーディネートによって「オシャレパワー（お洒落度）」を評
価されるというようなゲームである。このゲームの流行によ
り，キッズのファッションの意識が高まったこともキッズの
ファッションショーが開催される要因として挙げられる。 
2－3.子供服市場の概況 （図１） 
子供服が注目されているため，2010年以降，子供服市場も
このとおり僅かながら上昇傾向となっている。 
図１ ベビー・子供服市場規模推移 
3．子供と絵本 
世界各国の様々な研究の結果，3歳までの育児による成長
が人格の根底的な部分を形成することが明らかとなってい
る。子供に必要なのは〈コミュニケーション力〉〈語彙力〉
〈考える力〉であり，これらの力に繋がるものとして【絵
本】が挙げられる。絵本の役割として ①見て楽しむことで
想像力や語彙力がつく：同じ絵本を繰り返し眺めることで想
像力を,親による読み聞かせで言葉や音を理解できる。②心
の発達：絵本の中の喜怒哀楽に触れることで他人の気持ちや
思いやる心など道徳心がわかるようになる。③コミュニケー
ション力：絵本の読み聞かせは親と子のコミュニケーション
につながり，信頼関係を深める。  
4.ブランド提案 
4-1.ブランドコンセプト・ターゲット 
(1)ブランド名：Copick（Country of picture book） 
(2)コンセプト：世界の絵本 
親から子供へ受け継がれていくものであり，後々まで子ど
もの心に深く残るため，絵本による幼児教育は，子どもの心
の健全な成長の為にも大変意義のあることである。 
(3)目的 
・年齢に合った絵本をコンセプトにすることでより絵本を
すきになるきっかけを与える。 
・絵本の内容から引き出した自然（山・海）をデザインに
取り入れることで自然への興味がわき，着ると外に出かけた
くなるような商品作り。 
(4)ターゲットとマーケットセグメンテーション 
ターゲット 絵本好き，芸術好きなお洒落ママ 
シーズン Spring＆Summer  
対象年齢 1～6歳（90～120cm） 
着こなし カジュアル～おでかけ着 
販路 路面店 
価格 Tシャツ ¥2,500 ワンピース ¥4,000   
パンツ ¥3,500  ブラウス ¥3,500  など 
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テーマ：はらぺこあおむしとスイミー（図 2） 
はらぺこあおむし エリック・カール著書（アメリカ）。
小さなあおむしが最後には美しい蝶へと変身するわかりやす
いストーリーであり，鮮やかで大胆な色使いの絵本である。
1～3 歳を対象としたサイズ展開で，原色系の色使いで山を
イメージとする。 
スイミー レオ・レオニ著書（イタリア）。小さな魚たち
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が，みんなで力を合わせ大きな魚を追い出す内容で，ストー
リー性があり，協調性が学べる。繊細な色調での水彩画の絵
が特徴。サイズ展開は 4～6 歳対象としたもの，また優しい
色使いで海をイメージさせるデザインとする。 
図 2 絵本はらぺこあおむしとスイミー 
（１）テキスタイルの例（図 3） 
はらぺこあおむしでは絵本の内容に出てくる食べ物，スイ
カやアイスクリームやキャンディ，カップケーキ等をピック
アップし，お絵かき風に表現した。また，絵本の中でドット
がよく使われているので，はらぺこあおむしに出てくる代表
の食べ物りんごとドットを組み合わせた。 
 スイミーは優しい色調が特徴のため，海を表すよう全体を
水色で絵本に描かれている海藻は緑，紫，黄色を薄い色合い
のままイメージした。また, スイミーの仲間である赤い魚た
ちをテキスタイルにした。 
（2）ショーウィンドウの例（図 4） 
はらぺこあおむしをテーマとした商品は，動きやすさと着
心地を重視し，男の子はカットソーとサルエルパンツ，上下
ともニット素材を使用した。さらにあおむし色といったよう
な明るい黄緑と見返しはカラフルなボーダーを取り入れたベ
ストを重ね着させた。ベストはコーディネートが引き締まる
うえに，脱ぎ着しやすい。女の子はビビットカラーを用い，
黄色のスモッグ風のトップスで首元，袖両方ともゴムなので
着替えやすい。ボトムは女の子でも外で元気に遊べるように
ウエストゴムのスカートにストレッチの効いたスパッツのよ
うなパンツを繋げている。全体的にカラフルに仕上げ，山を
イメージするよう緑系の配色や花柄を使用している。 
 スイミーをテーマとした男の子の商品は，透明感のある水
色の柄のシャツで海をイメージしている。3～6 歳を対象と
しているので，自分で着る練習としてボタンを使用した。涼
しさを考え，ゆとりを持たせたパンツはポケットが左右それ
ぞれ 2 つずつ付いているので機能性も持ち合わせている。女
の子の商品は丈が少し長めのヨーク切り替えのワンピースで，
一番生地を使うスカートの部分は赤い魚を，袖はオーガンジ
ーで魚のひれをイメージしている。スイミーらしく優しい色
調なので，はらぺこあおむしに比べ，少しお兄さんお姉さん
になったような気分になるお出かけ着である。 
 
 
5.テキスタイルと製作写真 
図 3 テキスタイル(上：はらぺこあおむし 下：スイミー) 
図 4 ショーウィンドウの例 
6.総括 
キッズファッションが注目されている今日，新しいブラン
ド展開を行った。絵本を読むことは子供の学びに繋がるだけ
でなく，読み聞かせは大人と子供のコミュニケーション手段
のひとつである。教育をする大人もこれから学びを育む子供
も共に楽しめるよう“世界の絵本”をコンセプトとした。 
また，外に出て遊びたいと思うきっかけを与える為にはら
ぺこあおむしでは“山”スイミーでは“海”と自然を対比さ
せた。さらに絵本によって対象年齢（サイズ）を分けること
で，商品の目的や方向性を明確にさせた。   
毎日身にまとう服をもっと楽しく。もっとお洒落に。家族
や友達と幸せな時間を過ごすきっかけのひとつとしこのよう
なブランドを提案する。 
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